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多
古
高
校
Ｃ
Ｓ
の
行
動
は

所 

一
重
委
員　

Ｃ
Ｓ
で
は
何
を
話
し
合
い
、

県
教
育
委
員
会
へ
要
望
に
行
く
な
ど
の
行
動

は
あ
っ
た
の
か
。

教
育
長　

校
門
で
の
挨
拶
運
動
、
部
活
動
で

の
中
高
連
携
に
よ
る
交
流
、
教
職
員
の
人
事

交
流
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
多
古
高
校
に
生
徒

が
集
ま
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
き

な
目
的
と
し
て
あ
り
ま
す
。
県
立
学
校
改
革

推
進
課
等
に
対
し
、
町
に
と
っ
て
多
古
高
校

の
存
在
は
大
き
く
、
存
続
を
願
っ
て
い
る
こ

と
を
常
に
伝
え
て
い
ま
す
。

副
町
長　

福
祉
学
科
増
設
、
存
続
に
つ
い
て

県
教
育
庁
宛
に
文
書
で
要
望
し
て
い
ま
す
。

財
産
購
入
の
バ
ス
ベ
イ
と
は

石
渡
悦
子
委
員　

公
有
財
産
購
入
費
の
事
業

内
容
は
。

財
政
課
長　

役
場
前
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
停

車
し
た
際
、
後
続
車
の
交
通
が
確
保
で
き
る

よ
う
歩
道
と
バ
ス
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
た
め
の
土
地
取
得
費
用
で
す
。

調
理
配
送
委
託
の
業
者
選
定
は

石
渡
悦
子
委
員　

業
者
選
定
の
方
法
は
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

県
内
で
実
績
の

あ
る
業
者
も
あ
り
、
事
務
、
献
立
以
外
の
全

て
を
委
託
す
る
仕
様
に
合
致
で
き
る
業
者
な

ら
ば
参
加
で
き
る
一
般
競
争
入
札
に
し
ま

す
。国

保
広
域
化
の
影
響
は

石
渡
悦
子
委
員　

広
域
化
に
よ
る
国
保
税
の

影
響
は
。

住
民
課
長　

各
市
町
村
が
保
険
税
の
賦
課
徴

収
権
を
持
つ
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

中
で
税
率
や
算
定
方
式
も
検
討
す
べ
き
課
題

と
思
い
ま
す
。

総
合
事
業
移
行
へ
の
問
題
は

石
渡
悦
子
委
員　

要
介
護
１
、２
の
方
は
４

月
か
ら
総
合
事
業
へ
移
行
し
ま
す
が
、訪
問
、

通
所
介
護
利
用
で
問
題
は
。

保
健
福
祉
課
長　

要
支
援
１
、２
で
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
だ
け
を
利
用
す
る
方
は
総
合

事
業
に
移
行
し
ま
す
。
本
町
で
は
そ
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
は
現
行
と
全
く
同
じ
扱
い
で
す
。

宅
内
漏
水
の
料
金
負
担
は

石
渡
悦
子
委
員　

宅
内
で
の
漏
水
に
気
づ
い

た
後
の
水
道
料
金
の
徴
収
は
。

生
活
環
境
課
長　

給
水
管
の
修
繕
は
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
漏
水
し
た
分
は
前
年
同
期
の

水
量
よ
り
多
い
分
を
町
と
折
半
で
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

安全安心でおいしい給食を

みんなが安心して利用できる介護サービスを

誰もが安心して使える水道に

水
道
事
業
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

討論
反対

賛成

反対討論
石渡悦子 議員

賛成討論
那須保秋 議員

　

町
財
政
は
平
成
28
年
度
補
正
で
６
億
円

超
の
余
剰
金
を
有
し
、
財
政
調
整
基
金
に

３
億
円
を
積
み
増
し
、
新
年
度
一
般
会
計

予
算
66
億
６
９
０
０
万
円
余
は
近
年
に
な

い
豊
か
さ
が
見
え
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け
住

民
の
福
祉
向
上
、
施
策
の
充
実
が
図
ら
れ

る
の
か
問
わ
れ
ま
す
。

　

中
学
校
に
続
き
小
学
校
空
調
設
備
設
置

工
事
に
係
る
予
算
計
上
は
評
価
で
き
ま

す
。
一
方
、
中
学
生
の
国
際
交
流
海
外
派

遣
事
業
は
、
お
金
の
有
る
無
し
で
差
別
さ

れ
ず
、
意
欲
・
志
を
持
つ
生
徒
は
等
し
く

有
意
義
な
時
間
を
共
有
で
き
る
よ
う
、
ふ

る
さ
と
寄
附
金
等
の
使
途
も
併
せ
た
形

で
、
保
護
者
負
担
軽
減
へ
の
取
り
組
み
を

求
め
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
総
合
計
画
に
基
づ
く

事
業
を
中
心
に
編
成
さ
れ
、
保
健
衛
生
や

福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
も
維
持
さ
れ
て
い
ま

す
。
収
入
に
つ
い
て
は
多
古
台
効
果
も
あ

り
、
町
税
が
４
・
６
％
増
、
国
庫
支
出
金

が
31
・
9
％
増
と
努
力
の
跡
が
伺
え
ま
す
。

町
債
は
低
金
利
、
長
期
返
済
計
画
と
無
理

の
な
い
借
り
入
れ
で
す
。
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
金
4
億
８
０
０
０
万
円
余
は

過
去
の
健
全
財
政
の
賜
物
で
す
が
、
減
額

の
努
力
を
望
み
ま
す
。
間
も
な
く
空
港
機

能
の
拡
張
が
具
体
化
さ
れ
、
町
発
展
の
た

め
可
能
な
限
り
の
歳
費
を
移
転
、
騒
音
地

区
対
策
等
に
傾
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
が
来
ま
す
。
そ
の
直
前
の
将
来

の
飛
躍
に
向
け
た
基
盤
を
固
め
る
一
般
会

　

消
防
団
員
処
遇
改
善
で
は
災
害
、
警

戒
、
訓
練
等
に
対
す
る
費
用
弁
償
を
支
給

し
な
い
自
治
体
は
県
内
で
香
取
広
域
の
み

で
す
。
団
員
年
額
報
酬
も
県
内
市
町
村
平

均
を
８
０
０
０
円
以
上
下
回
り
ま
す
。
地

方
交
付
税
算
定
基
準
に
基
づ
き
、
適
正
な

改
善
が
必
要
で
す
。

　

子
育
て
支
援
策
の
病
児
・
病
後
児
保
育

は
平
成
27
年
３
月
策
定
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
で
来
年
度
中
の
実
施
計

画
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
予
算
計
上

が
な
い
状
況
は
不
適
切
で
す
。
何
よ
り
も

子
ど
も
の
命
に
直
結
す
る
問
題
に
、
町
長

の
「
費
用
対
効
果
」
と
の
答
弁
は
政
治
姿

勢
が
問
わ
れ
ま
す
。
補
正
を
含
め
早
急
な

対
応
を
求
め
ま
す
。

計
予
算
で
す
。

　

国
保
特
別
会
計
は
一
般
会
計
と
基
金
か

ら
2
億
７
１
９
万
円
が
繰
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
保
税
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

反
対
の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
国
保
加
入

者
は
年
金
生
活
者
や
低
所
得
者
、
自
営
業

者
等
で
、
税
額
に
上
限
が
あ
る
た
め
ど
う

し
て
も
中
間
所
得
者
層
の
負
担
が
重
く
な

り
ま
す
。
町
の
国
保
税
は
他
市
町
村
と
比

較
し
て
決
し
て
高
い
訳
で
は
な
く
、
低
所

得
者
に
は
優
し
い
課
税
と
な
っ
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

も
負
担
は
重
い
の
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う

時
大
変
あ
り
が
た
い
制
度
で
す
。

住
民
の
福
祉
向
上
が
図
れ
る
の
か
が
問
わ
れ
る
予
算

将
来
の
飛
躍
に
向
け
た
基
盤
を
固
め
る
一
般
会
計
予
算

平
成
29
年
度
予
算
に
対
し
討
論

創立 110 周年、地域と共に…

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業

特
別
会
計

※�

C
S
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運

営
協
議
会
制
度
）。
地
域
の
公
立
学
校
の
運
営
に
、

地
域
の
声
を
生
か
す
仕
組
み
。

※


